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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日16:30大石清志様ケア会議実施予定。関係部署は参加お願いします。
・モーニングで庶務不在時は各自感染情報の報告をお願いします。
・ノロウィルスによる感染が流行しています。吐物処理のマニュアルを再度見直しカンファレンス内で勉強会を実施して下さい。また感染防止の為外来受付時手指消毒を実施して頂いて下さい。

・感染防止の為、研修など病棟内を通る際は私服で入らないで下さい。

・カンファレンス・日誌等の日付け、曜日など確認お願いします。

・気温が下がり道路状況が悪くなっています。通勤・退勤など、運転には注意して下さい。
＜カウンセリング・面談報告＞
・小林　満　様～前回から看護師になりたいと話している。前科があることを伝え、そこがネックになるのではないかと伝えた後、妹に聞いたり、自分で調べたところ、やはり資格取得は難しいのではないかとの結論に至る。しかし、インターネットで前科をカミングアウトして資格取得した人を見つけて、希望を見出している。八戸にある学校に問い合わせたところ、「法律ですから…」とやんわり入学を拒否されたとのこと。アルバイトは続け、来年一年間は運転免許を取ることも考えている為、「パートでもいいかな」と話している。断酒は継続している。
・熊谷　聡央様～センター試験間近で、思うように勉強が進んでいない為「焦っている」と話す。家にいるとどうしても甘えてしまうとのことで、環境を変えたいと考え、仙台の予備校に通おうかと考えている。睡眠状況は相変わらず満足できず、入眠・起床が困難であることを頭をくしゃくしゃと触りながら話している。
・上野　康弘様～本日で2回目の面談。3週間断酒を継続している。＜最近どう過ごしているのか＞と尋ねると、「びくびくしてる」という。家にいても、家族からの監視のような目があり、お金を持たせてもらえないこと、ただ散歩に行くだけでも「どこに行くの」と問われること、ため息をついて話している。明日から、兄弟が年末の休みに入り、さらに苦痛だという。前回の入院で自分の状態を“どん底”だと思ってたが、「底を突き破った感じ」と今回、本当に底つき体験をしたと語る。＜這い上がるしかないね＞と伝えると、「そうだね、まぁなんとなるって思うしかないよ」と言う。前向きな考えを多少は持ちつつも、疲弊感が漂っている。

＜外来情報＞

・五日市　規様～血圧が高値の日が続いて見られている為、降圧剤を追加処方しています。寒い日が続いているので都度測定して下さい。

・高橋　幸雄様～1/9定期採血予定。1/16母様同伴での栄養指導となります。

・大石　清志様～昨日、訪問看護からの情報では内服薬の残薬が合わず、5日分残っている状態であると情報提供を受けています。本日本人へ残薬を確認すると、「今日の分を飲んで3日分しか残っていない」と、残薬に誤差が生じています。残薬を持参していなかった為、実際に確認する事は出来でいません。本人は今朝2包服薬しているかは不明と話されており、歩行時及び立ち上がりの際にふらつきを訴え、後方に倒れそうになる事が見られています。担当医からは、ふらつきを訴えている際には2重服薬している可能性が大きいと説明を受けています。又、血圧低下によるふらつきの可能性も同時に説明を受けています。飲酒については、本人は話す事を拒否している為、飲酒の事実についてスタッフから担当医へ報告。内服との関係や本人の現状から、飲酒は控えるよう指示がありました。本人へは担当医からの指示である事はふせ、現在の状態では飲酒と内服の併用は危険である為飲酒しないよう説明しています。

・向井　敦子様～2・3日前から家族及び親族の声、子供の声で幻聴があり、辛くて叫ぶ事や衣類を切り裂く行為があったと本人より訴えがあります。幻聴である事は理解していると話されますが、自分が病状により左右された行動を取ると家族が無視する為、辛いと訴えていました。（本日、自宅に電話連絡した際、本人の訴えと相違ない内容でご家族より情報がありました。）本人が家族に望む対応としては、自分の幻聴について話を聞き、現実ではないと家族から否定して欲しいと話されています。本人の訴えを関係機関で共有する事には了承されています。また、家族への希望については、自分から家族へ伝えることは難しいとの事で、訪問看護スタッフが自宅へ来た際に家族へ伝えて欲しいと話されています。大部分は幻聴である事は理解できるとのことですが、子供の声に関しては「私が産んだ子供を返して欲しい」「曖昧で分からない」と話されています。本日は“化粧をしないで欲しい”と子供の声が聞こえた為、化粧が出来なかったと話されています。本人の生活歴を振り返りながら現実ではない事を確認。振り返りにより、本人も現実ではない事を受け止める事が出来ています。また、「芸能人が人形に入って生活している」「子供が、人形に入って自分のそばにいる」と発言聞かれています。主治医へ情報提供していき、必要時には介入していきます。
